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○６月の百貨店売上高は大幅増加 

６月の百貨店売上高（全国）は、前年比＋7.2％（既存店ベース）と、２ヶ月連続の増加となった。当社試

算の季節調整値（全店ベース）でも、前月比＋3.0％と５月（同＋1.8％）から大幅に増加した。良好な水準

を保つ消費者マインドや、雇用の持ち直しといった要因に加えて、①多くの店舗で例年７月初めから行われ

る夏のセールが６月末に前倒しされたこと、②気温の高い日が多かったこと、も押し上げに働いた結果、６

月の百貨店販売は非常に高い伸びとなった。 

品目別に前年比をみると、主力の衣料品（前年比＋10.5％）が大幅に増加した。身のまわり品（同＋

14.0％）や雑貨（同：＋9.1％）も、共に８ヶ月連続の増加と好調が続いている。また、高額品の代表格であ

る美術・宝飾・貴金属（同＋16.3％、５月：同＋23.3％）は、５月下旬以降の株安の影響があったとみられ、

伸び率が鈍化したが、それでも水準は高い。その他、食料品（同＋1.3％）、家具や家電を含む家庭用品（同

＋6.3％）も堅調な推移となった。さらに、円安を背景に外国人観光客が増加したことも、百貨店売上高の押

し上げ要因となっている。（調査対象の 44店舗における外国人観光客の売上高は前年比＋105.9％） 

 

○４－６月期個人消費が高い伸びを実現する可能性高まる 

このように、６月の百貨店売上高は衣料品、身のまわり品、雑貨など幅広い品目で増加がみられ、良好な

結果となった。良好な消費者マインドや雇用の持ち直しを背景に、このところの個人消費は好調な推移を続

けている。ＧＤＰ個人消費と連動する消費総合指数をみると、４、５月の平均値は１－３月期平均を＋0.7％

上回っている。６月の消費に関しても、①百貨店売上高が力強い結果となった点、②家電販売に復調の動き

がみられる点などを踏まえると、好調を維持した可能性が高い。４－６月期の個人消費が、前期比で高い伸

びを実現する可能性は高まっている。 

 先行きに関しても、消費の源泉である家計所得は、雇用の持ち直しを背景に増加傾向で推移する見込みで

ある。また、５月下旬以降乱高下を続けていた株価も足元で落ち着きを取り戻しつつあり、消費者マインド

（出所）日本百貨店協会「全国百貨店地区別・商品別売上高」 （出所）日本百貨店協会「全国百貨店地区別・商品別売上高」
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の腰折れは避けられる公算が大きい。個人消費は、今後も増加傾向を維持するとみている。  

 

  

 

 

                     

（出所）日本百貨店協会資料より作成。季節調整は当社試算。

5000

5050

5100

5150

5200

5250

5300

5350

5400

5450

1 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6

10 11 12 13

億円 百貨店売上高（全店ベース、季節調整値)

3ヶ月移動平均

7000

8000

9000

10000

11000

12000

13000

14000

15000

180

200

220

240

260

280

300

09 10 11 12 13

美術・宝飾・貴金属(季節調整値）と日経平均株価

美術・宝飾・貴金属売上高（左軸）

日経平均株価（右軸）

（億円）
（円）

（出所）日本百貨店協会「全国百貨店地区別・商品別売上高」、日本経済新聞社
（注）美術・宝飾・貴金属の季節調整は第一生命経済研究所
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